
款 項 目

3 2 2

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 783,534 300,787 7,500 101,273 373,974 48%

 - - - - - - 

31%

公用車管理 133 0 0 0 133 100%

施設型給付等 430,087 295,355 0 0 134,732

65%

保育所営繕 11,799 0 7,500 0 4,299 36%

保育所給食 223,283 318 0 78,824 144,141

89%

保育所管理 114,101 5,074 0 22,040 86,987 76%

保育所総務事務 4,131 40 0 409 3,682

事業内容

●事業の全体計画
　保育所における保育と認定こども園における保育の実施及び幼児教育を実施する。

●主な事業内容
　〇保育所総務事務・保育所管理
　　公立10園で0歳から就学前までの乳幼児を保育するための運営管理を行う。
　〇保育所給食
　　子どもの健やかな発育・発達を目指し、子どもの食事・食生活を支援するため給食を提供する。
　〇保育所営繕
　　子ども未来園の施設・設備等の営繕工事を行う。
　〇施設型給付等
　　市内在住児（3歳(児)以上）に対し、教育を行う新制度移行済幼稚園及び保育を行う
   市外の保育所へ子ども・子育て支援制度に基づき負担金等を支払う。

●主な予算の内訳
　・光熱水費　　                      　34,314千円
　・総合設備管理業務一括委託料        　12,472千円
　・給食調理業務委託料               　117,952千円
　・空調設備更新工事請負費　　　　　　　 8,435千円
　・施設型給付費（1号認定）負担金　　　407,317千円
　・一時預かり事業（幼稚園型）委託料　　14,606千円

事業の目標

・保育を必要とする児童が、安心かつ安全に保育施設にて過ごすことができるよう、保育士による適
切な保育運営を進めるとともに、施設面においても、適切な保育環境整備を進めていく。
　また、子どもの健やかな発育、発達を目指し自園調理による給食の提供を行う。
・子ども・子育て支援制度の対象となる施設へ通う児童に係る給付を適切に行う。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

保育所費 140

施策事業名 公立保育所保育

事業目的
公立保育所の管理・運営を行う。
子ども・子育て支援制度の対象となる施設へ通う児童に係る給付を適切に行う。

令和８年度　予算説明書

予算 部局名 健康福祉部

課　名 子ども未来課
予算書(P)目名



款 項 目

3 2 2

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 674,731 469,437 0 22,000 183,294 27%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

22%

民間保育所運営補助 81,856 31,472 0 0 50,384 62%

民間保育所運営 592,875 437,965 0 22,000 132,910

事業内容

●事業の全体計画
　民間保育所の入所児童の福祉向上と職員の処遇及び施設運営の改善を図る。
　
●主な事業内容
　〇民間保育所運営
　　市全体の入所希望に対応するため、民間認可保育所へ保育業務を委託
  　（令和8年度より新たに民間保育所1園開園により3園となる）
　〇民間保育所運営補助
　　・民間認可保育所の職員人件費、管理費、整備費を補助
　　・延長保育、一時保育、施設整備（環境向上）に対する補助

●主な予算の内訳
　・民間保育所運営費補助金       　29,156千円
　・民間保育所事業費補助金　       40,166千円
　・産休・病休代替職員設置費補助金　3,494千円
　・保育体制強化事業補助金　        3,960千円

事業の目標

 保育を必要とする児童の入園申込は、公立、私立を問わず市が受付し利用調整を行っていることか
ら、市にとっては民間保育所は必要な施設である。少子化の状況ではあるが、保育ニーズは高い状況
の中、保育事業に関する国の施策に対応するため、民間保育所と連携を図り、情報共有を行う。
　また、公立、私立を問わず市全体の保育士の研修等の実施や、園長会による情報共有により、保育
の質の向上に努めていく。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

保育所費 144

施策事業名 民間保育所保育

事業目的 民間保育所の運営を助成・支援をする。

令和８年度　予算説明書

予算 部局名 健康福祉部

課　名 子ども未来課
予算書(P)目名



款 項 目

3 2 2

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 1,403 0 0 0 1,403 100%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

100%

 - - - - - - - 

子ども未来センター運営 1,403 0 0 0 1,403

事業内容

●事業の全体計画
　児童の最善の利益を追求し、幼保小の連携を推進する。

●主な事業内容
　○子ども未来センター運営
　　・事業目的達成のため、「幼保小の連携」、「幼児教育の充実に向けての支援」、
     「私立幼稚園、私立保育所、保健センター及び各関係機関との連携」、「家庭の
　　　子育て・教育力を培う親育ちに関する運営協力」等の事業を行う。

●主な予算の内訳
　・子ども未来センター発達支援相談員謝礼　1,188千円
 

事業の目標
・幼保小の連携のための関係機関との調整。
・発達支援相談員の助言による、子ども未来園等での支援が必要な児童に対する適切な支援体制
  を継続的に行う。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

保育所費 144

施策事業名 子ども未来センター

事業目的 子の育ちを総合的かつ効果的に推進する。

令和８年度　予算説明書

予算 部局名 健康福祉部

課　名 子ども未来課
予算書(P)目名



款 項 目

3 2 2

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 14,885 9,651 0 0 5,234 35%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

35%

 - - - - - - - 

保育施設等利用料扶助 14,885 9,651 0 0 5,234

事業内容

●事業の全体計画
　給付認定を受けた認可外保育施設の利用者及び多子・多胎世帯子育て支援事業の対象者、並びに子
ども・子育て支援制度未移行幼稚園における預かり保育の利用者に対し、給付を行う。

●主な事業内容
　幼児教育・保育無償化制度開始に伴う、認可外保育施設等を利用する際の利用料等に対する給付の
実施。

●主な予算の内訳
　・認可外保育施設等利用料扶助費　　　　　　　　　　　　　　4,905千円
　・一時預かり保育利用料扶助費　　　　　　　　　　　　　　　7,964千円
　・多子・多胎世帯子育て支援事業認可外保育施設利用等扶助料　2,016千円

事業の目標
　認可外保育施設利用に対する給付は、保護者からの直接又は施設経由の申請による償還払いとなる
ため、関係施設と連携し適切に給付を行う。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

保育所費 144

施策事業名 保育施設等利用料扶助

事業目的
少子化対策を推進する一貫として、子育て家庭に対し、幼児教育・保育無償化制度を基とした扶助費
等、経済的負担の軽減を図る。

令和８年度　予算説明書

予算 部局名 健康福祉部

課　名 子ども未来課
予算書(P)目名



款 項 目

3 2 2

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 9,948 6,626 0 150 3,172 32%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

32%

 - - - - - - - 

病児保育 9,948 6,626 0 150 3,172

事業内容

●事業の全体計画
　市内在住の1歳から小学3年生までを対象に、市の委託事業として市内医療機関において病児保育を
行う。

●主な事業内容
　社会医療法人志聖会　総合犬山中央病院内「みどりの園」で実施につき、同法人へ事業委託

●主な予算の内訳
　病児保育事業委託料　　9,938千円

事業の目標 病児保育事業の認知度の把握及び検証と、利用時における利便性の向上に向けた検討を行う。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

保育所費 144

施策事業名 病児保育

事業目的
病児保育事業は、子どもが病気中または回復期であるが集団保育ができない状態であり、かつ保護者
が就労などで家庭保育を行うことが困難な場合、一時的に子どもを預かる事業で、保護者が安心して
働くことができる環境整備を図り、子育て支援の増進を図ることを目的とする。

令和８年度　予算説明書

予算 部局名 健康福祉部

課　名 子ども未来課
予算書(P)目名



款 項 目

3 2 2

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和８年度　予算説明書

予算 部局名 健康福祉部

課　名 子ども未来課
予算書(P)目名

保育所費 146

施策事業名 （仮称）新羽黒保育園建設

事業目的
令和元年11月に策定した「子ども未来園施設整備10ヶ年計画」に基づき、羽黒、羽黒北子ども未来園
の２園を統合し、旧市民プール跡地に民設民営の保育園「（仮称）にじいろ保育園羽黒」を新設開園
する。それに伴い旧園舎２園の解体工事を実施する。

事業内容

●事業の全体計画
　令和４年度　　　　　　　設置運営事業者決定、旧市民プール解体設計
　令和５年度　　　　　　　旧市民プール解体工事、整地、用地測量等
　令和６年度　　　　　　　建設地の使用貸借契約、整備補助金申請
　令和７年度　　　　　　　新園及び子育て支援センター整備工事（事業者）
　　　　　　　　　　　　　旧園舎解体設計
　令和８年度　　　　　　　新園開園、子育て支援センターオープン
　　　　　　　　　　　　　旧園舎解体工事（2園）

●主な事業内容
　旧園舎2園解体工事

●主な予算の内訳
　羽黒子ども未来園解体工事請負費 　131,040千円
　羽黒北子ども未来園解体工事請負費　56,968千円

事業の目標
　旧園舎2園（羽黒・羽黒北子ども未来園）の解体工事を早期に着手し、令和9年1月末を目標に完了
する。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

0%

 - - - - - - - 

（仮称）新羽黒保育園整備 190,923 0 171,600 19,323 0

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 190,923 0 171,600 19,323 0 0%

 - - - - - - 



款 項 目

3 2 4

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 5,976 4,244 0 200 1,532 26%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

22%

こすもす園営繕 300 0 0 0 300 100%

こすもす園管理 5,676 4,244 0 200 1,232

事業内容

●事業の全体計画
　　児童発達支援を行う事業所で日常生活における基本的な動作の指導、知識技能の付与、
  集団生活への適応訓練その他の厚生労働省令で定める便宜を提供することを目的としている。

●主な事業内容
　○こすもす園管理
　　・心身障害児通園施設として、児童福祉法に規定する市内の障害児とその保護者に対し
      通園による集団療育の場において、自主性と社会性を高め日常生活への適応能力増進を図る。
　　・児童発達支援事業実施施設として、児童福祉法に規定する障害者通所支援のうち児童発達支援
      を行う事業所で、保護者に対する療育上の助言及び指導を行う。
　○こすもす園営繕
　　・施設を営繕することで、適切な施設の機能維持を図る。

●主な予算の内訳
　・言語訓練士等報償金　3,428千円
　・光熱水費　　　　　　　945千円
　・営繕工事請負費      　300千円

事業の目標 各利用児童の支援計画等に基づき適切な支援を実施していく。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

こすもす園費 150

施策事業名 児童発達支援事業実施施設

事業目的
日常生活における基本的な動作及び知識技能の習得並びに集団生活への適応のための訓練が必要な児
童に対し、支援を行う。

令和８年度　予算説明書

予算 部局名 健康福祉部

課　名 子ども未来課
予算書(P)目名



款 項 目

9 4 1

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和８年度　予算説明書

予算 部局名 健康福祉部

課　名 子ども未来課
予算書(P)目名

幼稚園費 264

施策事業名 幼稚園一般管理

事業目的
犬山幼稚園の管理並びに、市内在住児童が通う幼稚園（市内外）への給付費等の支払い及び市内幼稚
園へ育成補助を行い、幼稚園における教育の振興及び幼児福祉の増進を図る。

事業内容

●事業の全体計画
　・幼稚園において、就学前の教育を実施し、必要に応じて教育時間終了後の預かり保育を実施す
る。
　・幼児教育・保育無償化に伴う幼稚園の授業料相当分を対象施設へ給付する。
●主な事業内容
　〇幼稚園管理
　　犬山幼稚園の適切な管理運営
　〇幼稚園施設営繕
　　犬山幼稚園における設備更新や不具合発生時の修繕等の実施
　〇幼稚園給食
　　犬山幼稚園における自園調理による給食提供並びに厨房機器のリース方式による更新
　〇幼稚園教育補助
　　子ども・子育て支援法新制度未移行園に対し支給認定を受けた園児の施設利用に係る給付を実施
　〇私立幼稚園助成
　　市内私立幼稚園（4園）へ育成補助金を交付
●主な予算の内訳
　・光熱水費　                       2,199千円
　・総合設備管理業務一括委託料       　875千円
　・給食調理業務委託料　             5,046千円
　・給食用調理機器借上料             　491千円
　・子育て支援施設等利用給付費　    36,474千円
　・私立幼稚園育成補助金　             949千円

事業の目標
令和11年度から犬山幼稚園の機能を丸山子ども未来園に移転統合し新たに認定子ども園とするにあた
り、施設整備等を計画的に進めていくとともに、現在地の跡地利活用を検討していく。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

95%

幼稚園給食 8,930 0 0 2,788 6,142 69%

幼稚園管理 6,539 17 0 281 6,241

100%

幼児教育補助 37,287 27,607 0 0 9,680 26%

幼稚園施設営繕 300 0 0 0 300

100%

 - - - - - - - 

私立幼稚園助成 949 0 0 0 949

- 

合計 54,005 27,624 0 3,069 23,312 43%

 - - - - - - 



款 項 目

3 2 2

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和８年度　予算説明書

予算 部局名 健康福祉部

課　名 子ども未来課
予算書(P)目名

保育所費 144

施策事業名 乳児等通園支援（こども誰でも通園制度）

事業目的
全ての子どもの育ちを応援し、子どもの良質な成育環境を整備するとともに、保護者の多様な働き方
やライフスタイルにかかわらない形での支援を強化することを目的とする。

事業内容

●事業の全体計画
　保護者の就労の有無に関わらず、月一定時間（10時間）まで保育園等を利用できる制度で、令和8
年4月から全国の自治体において実施。【新規】
　公立保育園１か所（羽黒南子ども未来園）及び事業を希望する民間事業者において実施予定。

●主な事業内容
　・公立保育園での実施を想定した必要経費（消耗品費・賄材料費・備品購入費等）
　・民間事業者による事業実施のための給付費負担金

●主な予算の内訳
　・賄材料費                　144千円
　・備品購入費　               30千円
　・乳児等支援給付費負担金　4,234千円

事業の目標
令和８年度より全国の自治体で実施されることとなり、本市においては事業実施初年度となることか
ら、事業の利用実態の動向、ニーズの把握に努めていく。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

13%

 - - - - - - - 

乳児等通園支援 4,437 3,704 0 144 589

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 4,437 3,704 0 144 589 13%

 - - - - - - 


